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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

計画当初は、伊賀良地域に社会体育施設を建設することで進めていたが、地域の話し合いの中で、伊賀良小学校の第二体育館

として建設し、社会教育に開放することとなる。候補地の面積から、体育館の規模が限定される。

改革改善

の考え方

①問題

点

既存体育館と隣接しており、アクセスなどの平面計画を今後作成していくことが必要。

②改革

提案

主たる利用者である学校との綿密な打ち合わせが必要。また土日夜間の社会体育の利用もあるため、管理しやすいような

設計にしていきたい。

総事業費①+② 0 0 572

人件費計（千円）② 0 572

14,000

正規職員所要時間 160

臨時職員所要時間

一般財源

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 0 0 14,000

25年度予算額 特定財源内訳、補足

14,000

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　第２体育館の建設のための現地確認

２　補助金の申請準備、代替駐車場の候補地の絞り込み、同規模程度の

体育館調査

３　候補地の調査、既存体育館との併用活用の検討

４　伊賀良まちづくり委員会との打ち合わせ

５　庁内関連部署との打ち合わせ

確認をした学校数

対応が必要な学校数

１校

１校

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

○当初地域に社会体育施設を建設することで進めていたが、地域との話し合いの中で、平成２５年１２月末に伊賀良小学校の第二体育館と

して建設し、社会教育に開放することとなる。

○２５年度に設計し、２６年度に建設する。

○駐車場については、２５年度に借地を決定し契約をおこなう。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

1 1 1

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

学校第二体育館 1

28年度見込み

地域が利用できる学校体育館

意図（どういう状態

にするか）

学校と地域が必要とする体育館の建設と駐車場の確保

向上させたい上位施

策の成果指標

良好な環境で授業を受けることができる児童生徒数

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 地域と学校が必要とする体育館

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 22 義務教育の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 学校教育課 係等名 施設係

事業種別 政策 開始 24 終了 26

事務事業名

会計 一般会計

伊賀良小学校第二体育館建設事業【24新規】

22 事業№ 46 63平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


